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春日市職員の給与と職員数をお知らせします�
職員の給与と職員定数は、国や他の地方公共団体の状況を考慮して、条例で定められています。�

★�職員の人件費が市の予算（決算）に占める割合�

★�一般行政職員の初任給�★�一般行政職の級別職員数の状況�

★�職員の経験年数別※1・学歴別平均給料（月額）※2

★�職員給与費の状況�

★�職員の平均給料（基本給）・給与月額（諸手当込み）と平均年齢※1

住民基本台帳人口（平成16年3月31日現在）�

歳出総額（A）�

実質収支�

人件費（B）�

人件費率（B／A）�

10万8,255人�

279億4,065万円�

3億8,287万円�

43億7,095万円�

15.6％（前年度は15.2％）�

平均給料月額�

平均給与月額�

平均年齢�

平均給料月額�

平均給与月額�

平均年齢�

34万8,660円�

40万8,115円�

42.2歳�

39万4,422円�

43万2,307円�

53.2歳�

32万7,555円�

�

40.2歳�

28万3,384円�

�

47.9歳�

35万6,652円�

44万　463円�

42.2歳�

35万1,892円�

40万1,371円�

48.4歳�

（平成15年度普通会計決算）�

（平成16年4月１日現在）�

（平成16年4月１日現在）�

（平成16年度普通会計予算）�

（平成16年4月1日現在）�

※　人件費には、市長や議員などの特別職の職員に支給される給料や報酬と、�
　一般職の職員に支給される給料や諸手当、共済組合負担金、退職手当、災害�
　補償費などが含まれています。�

※1　これらの額は、平成16年地方公務員給与実態調査に基づくものです。�
※2　一般行政職とは、行政職の職員のうち、税務職・福祉職・看護職・保険師職の職員を除いたものです。�
※3　国の平均給与額は、公表されていないため不明です。�

※　（　）内の職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

※1　経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に�
　　民間会社に勤務した経歴のある場合はその期間を換算し、採用後の年数に�
　　加算した年数をいいます。�
※2　これらの額は、平成16年地方公務員給与実態調査に基づくものです。�

給与費総額�
28億9,523万円�
職員数405人�
一人当たり715万円�

※1

給料�
17億4,516万円�
（60.3％）�

職員手当�
3億9,128万円�
（13.5％）�

　　　　※2

期末・勤勉手当�
7億5,879万円�
（26.2％）�

区　　分�

一般行政職員�
※2

技能労務職員�

春日市�

春日市�

職員数�

1級�
主事・技師�

2級�
主事・技師�

3級�
主事・技師�

4級�
主任�

5級�
主査�

6級�
係長・主査�

8級�
課長��
保育所長�

9級�
部長�

7級�
課長補佐�
統括係長�

経験年数10年�

一般行政職�
大学卒�

高校卒�

高校卒�技能労務職�

経験年数15年�経験年数20年�

初任給�

採用2年経過日�
　　  給料月額�

初任給�

採用2年経過日�
  　　給料月額�

国� 福岡県�

大
学
卒�

高
校
卒�

県�国　※3

17万　700円�

19万1,400円�

14万3,300円�

16万　200円�

17万　700円�

18万4,400円�

13万8,800円�

14万8,500円�

17万7,400円�

19万1,400円�

14万3,300円�

15万4,300円�

（Ⅱ種）�

27万9,575円�

25万2,500円�

39万　300円�

33万5,900円�

32万8,940円�

該当者なし�

該　当　者　な　し�

1人�14人�24人�76人�36人�73人�73人�32人�10人�

0
1級� 2級� 3級� 4級� 5級� 6級� 7級� 8級� 9級�

5

10

15

20

25

30

（％）35
構　成　比�

平成16年�

平成15年�

平成11年�

※１　給与費と職員数は、当初予
算の額と人数です。なお、職
員数には再任用職員（4人）が
含まれています。�

※２　職員手当には、退職手当と
児童手当は含まれていません。�
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より詳しい内容が掲載された資料を情報公開コーナー（市役所2階）に置いています。自由にご覧ください。�
問い合わせ先　人事法制課　1(584)1111　5(584)1145

★�国と比較した春日市の給与水準�
★�部門別職員数と主な増減理由�

★�職員数の増員抑制�

★�昇給期間を短縮した職員の比率�

★�特別職の給料・報酬�

★�職員手当の状況�
（平成17年1月1日現在）�

（各年4月1日現在）�

（各年4月1日現在）�

※1　（　）内は、再任用職員の割合です。なお、職制上の段階や職務�
　　の級などによって、加算措置があります。�
※2　扶養親族がいる職員に支給します。�
※3　借家に居住し一定額を超える家賃を支払っている、または持�
　　家に居住している職員に支給されます。�
※4　通勤のために交通機関を利用してその運賃を負担している、�
　　または交通機関以外（自動車など）で通勤している職員に支給�
　　されます。�
※5　物価や生計費が特に高い地域に勤務することを考慮して職�
　　員に支給されています。�
※6　危険、不快、不健康、困難な職務に従事する職員に対して支給�
　　されます。�

期
末
手
当
※
1
�

勤
勉
手
当
�

退
職
手
当
�

扶
養
手
当
�

※
2

調
整
手
当
�

※
5

特
殊
勤
務
手
当
�

時
間
外
手
当
�

住
居
手
当
�

※
3

通
勤
手
当
�

※
4

春日市�

行政職�

区　分�

給　料�

報　酬�

月　額� 期末手当�

14年度�15年度�14年度�15年度�14年度�15年度�

職員数(Ａ)

比率(Ｂ)／(Ａ)

普通昇給期間(12～24月)を�
短縮して昇給した職員数(Ｂ)

技能労務職� 合　計�

部門�

増員抑制計画(上限)

増員数�

平成13年� 平成14年� 平成15年� 平成16年�

職員数�

一
般
行
政
部
門
�

公
営
企
業
等
�

会
計
部
門
�

特別行政�
部門�

合　　計�

区分� 主な増減理由�対前年�
増減数�

職　員　数�
平成15年�平成16年�

国�
月　期� 期末手当� 勤勉手当�

自己都合� 勧奨・定年�勤続年数�

退職時特別昇給�20年以上勤務の場合��1号級� 1～2号級�

同じ�

同じ�

同じ�

公表なし�2,607万円�

2万7,000円（限度額）�

1km以上の場合、運賃相当額� 2km以上の場合、運賃相当額�

5,900円�

定年前早期退職特例措置（2～20％加算）�

借家居住者�

持家居住者�

その他の加算措置�

1人当たりの支給額��
（平成15年度）�

6月期�
12月期�
計�

1.40月分（0.75月分）�
1.60月分（0.85月分）�
3.00月分（1.60月分）�

21.0月分�
33.75月分�
47.5月分�
60.0月分�

28.875月分�
44.55月分�
62.7月分�
62.7月分�

自己都合� 勧奨・定年�

支給率� 6%

465人�
0%

263,605円�

5.5%

6万6,160円�

5種類�

社会福祉業務手当�
徴収手当�

平成15年度�
平成14年度�

平成15年度�
平成14年度�

月額5,000円（  9人）�
月額6,000円（15人）�

1億1,605万8,000円�
1億     21万2,000円�

26万円�
23万円�

支給対象額�
国の制度（支給率）�

手当数�

主な手当て�
（支給職員数）�

職員一人当たりの�
支給年額�

支給総額�

職員全体に占める�
手当支給職員の割合�

支給職員1人当たりの�
平均支給額�

支給職員1人当たりの�
平均支給年額��
（平成15年度）�

21.0月分�
33.75月分�
47.5月分�
59.28月分�

27.3月分�
42.12月分�
59.28月分�
59.28月分�

0.70月分（0.35月分）�
0.70月分（0.35月分）�
1.40月分（0.70月分）�

20年�
25年�
35年�

最高限度額�

配偶者1万3,500円・扶養親族2人まで6,000円・3
人以上5,000円（配偶者なしの場合の一人目1万
1,000円、扶養親族でない配偶者がある場合の一
人目6,500円）。特定期間加算（子の被扶養者16～
22歳）5,000円。�

借家居住者の手当は同じ。　　　
持家居住職員の場合は1,000円（家
を取得した日から5年を経過する
までの間は2,500円）。�

　春日市の給与水準を国と比較する方法の一つとして、｢ラ
スパイレス指数｣による方法があります。この指数は、職員構
成を同一にして、職種別、学歴別や経験年数別に区分した職
員数と平均給料月額を用いて算出するものです。�
　これに基づき算出すると、国を100とした場合の春日市職
員のラスパイレス指数は100.5となっています。（平成16年
4月1日現在）�

　｢定員適正化計画（増員抑制計画）｣に沿って、業務の効率化
やＯＡ化、民間委託などを推進し、職員数の増員抑制に努め
ています。�

430人�

132人�

30.7％�

市長�
助役�
収入役�

平成16年度支給率　�
6月期　1.60月�
12月期　1.70月�
　計　3.30月�

(役職によって加算措置あり)

95万8,000円�
78万8,000円�
72万1,000円�

59万3,000円�
51万9,000円�
48万4,000円�
47万4,000円�

議長�
副議長�
常任委員長�
議員�

30.0％� 63.0％�28.9％�31.9％�0％�

129人� 0人� 17人�132人�146人�

430人� 457人�457人�

議会�
総務企画�
税務�
民生�
衛生�

農林水産�
商工�
土木�

下水道�
国保�

老人医療�
介護保険�
駐車場�

小計�

小計�
教育�

小計�

6人�
95人�
32人�
108人�
26人�
2人�
3人�
49人�

11人�
19人�
1人�
12人�
1人�

11人�
19人�
1人�
12人�
1人�

5人�

△1人�

464人�

5人�

△6人�

458人�

5人�

0人�

458人�

5人�

△1人�

457人�

6人�
91人�
32人�
111人�
26人�
2人�
3人�
49人�

�
△4人�

�
3人�

27人� 27人�

総務管理業務縮減�

福祉窓口業務の増加�

321人� 320人� △1人�

△1

0

0

93人�
93人�

44人�
458人�

44人�
457人�

93人�
93人�

※　△は減（－）を表します。�
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国民年金保険料を支払えない若年者(20歳代の人)を対象にした新しい
「若年者納付猶予制度」が4月から始まりました。これまでも、所得が少な
い人のための免除制度はありましたが、一定額以上の所得がある世帯主(親
など)と同居している場合は、免除の対象にはなりませんでした。そのよう
な場合でも、本人が支払うことができるようになるまで(10年以内)納付猶
予を受けられるように改めたのが、この制度です。
ただし、配偶者に一定額以上の所得がある場合にはこの制度は利用できません。
また、10年以内に追納がない場合は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されますが、年金額
の計算には加えられません。

第3号未納期間のある人を救済するための特例措置がと
られます。すでに3号届けをしている場合は、この特例が
自動的に適用されますが、3号未届けの場合は、特例届出
が必要です。
サラリーマンや公務員に扶養されている20歳～60歳未
満の配偶者は、国民年金の「第3号被保険者」です。「第3
号被保険者」となるためには、現在は扶養者の勤務先が
手続きを行います。
しかし、昭和61年4月1日～平成14年3月31日の間は、
本人が市町村の窓口で手続きしなければなりませんでし
た。そのため、手続きが遅れて、第3号未納期間を生じる
場合が多々ありました。
この未納期間を、正規の第3号期間に切り替えるのが、
今回行われる特例措置です。
該当者は、社会保険庁が自動的に切り替えを行い、4月
下旬に結果(年金受給者の場合は額改定通知)を通知しま
す。ただし、これまで一度も手続きをしたことがない人
は、扶養されるようになった当時の扶養者の勤務先に届
け出なければなりません。
また、平成14年4月1日以降でも扶養者が勤務する事業
所に年金手帳を提出しておらず、社会保険事務所から3号該当の
通知が届いていない場合は未届の可能性があります。
※　第3号未納期間があるために年金の受給資格を得られなかっ
た人などは、届出をすれば年金をもらえるようになる場合があ
ります。
また、会社が倒産しているなど、事業所に届出ができないと
きなどは、社会保険事務所に問い合わせてください。

特別な事情で障害基礎年金を受給できなかった障害者に対し、特別障害給付金を支給します。請
求した月の翌月分から支給しますので、できるだけ早く請求してください。
対象 障害基礎年金1級または2級相当の障害があり、次のいずれかに該当する人
昭和61年3月31日以前に初診日があり、その当時、厚生年金や共済組合、船員保険加入者の配偶
者で、国民年金に任意加入していなかった人
平成3年3月以前に初診日があり、その当時、学生または生徒で国民年金に任意加入していなかっ
た人
※　65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当した場合に限ります。
給付額（月額）
障害年金1級相当　5万円
障害年金2級相当　4万円

※　所得や公的年金による支給制限もあります。年金手帳や身体障害者手
帳を持って、年金相談に来てください。

▽
▽

▽
▽

サラリーマン・公務員の配偶者　第3号未納期間の特例届出

特定障害者に　特別障害給付金

変
わ
り
ま
す
！
国
民
年
金

4
月
か
ら
、
国
民
年
金
制
度
の
一

部
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

国
民
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
に
も
れ

が
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

問い合わせ先
納付猶予・障害給付金に関すること 国保年金課年金担当　1(584)1111 5(584)1141

第3号未納期間に関すること 南福岡社会保険事務所　1(552)6111

本人が気づかないまま
未届となっている主なケース

昭和61年4月1日以降に
扶養者が転職した場合

退職日と就職日との間に1日でも間が

あいている場合は再度届出が必要です。

第3号被保険者である間に
勤めたことがある場合

3号期間中に就職して、厚生年金に加

入した場合は手続きが必要です。

「短期間だから」と扶養者の勤務先に

届出をしていなくても、本人が就職した

勤務先が厚生年金加入の手続きを行った

時点で、第3号被保険者の資格は自動的

に喪失します。

また、本人はパートのつもりでも、実

は厚生年金を取得していたというケース

も出ていますので、注意してください。

年金の支払いが困難な若年者が対象　若年者納付猶予制度
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市からのお知らせ�

より効率的な行政運営を目指して、4月1日から、市役所の組織を一部変更しました。

問い合わせ先 行政管理課　1(584)1111 5(584)1145

組織を一部改めました

市役所新体制

変更内容�

課の新設�

所属・課名の変更�

担当の新設�

担当の統合�

納税課�
　納税管理担当�
　納税推進担当�

土木管理課　消防防災担当�

用地課�

（高齢障害課）�
ねんりんピック担当�

（情報政策課）�
情報公開広報担当�

（都市計画課）　計画担当�

（都市整備課）　道路担当�

11月に開催するねんりんピックの準備のための担当を�
新設�

情報政策課の情報公開担当と広報担当を統合�

都市整備課計画担当と開発担当を統合�

都市整備課街路担当と道路管理課建設担当を統合�

消防防災担当の所属を「用地�
防災課」から「土木管理課」に�
変更�

国保年金課と税務課の徴収部門を統合し新設�

道路管理課の名称を変更�

用地防災課の名称を変更�

新名称　（　）内は名称変更なし� 変更内容�

市民の健康づくりについて話し合う｢春日

市健康づくり推進協議会｣の委員を募集しま

す。

委員には、年4回程度の会議に出席してい

ただきます

対象 20歳以上の市民(市の附属機関などの

委員を除く)

任期 7月1日～平成19年6月30日(2年間)

募集人員 2人

選考方法 書類審査 面接

応募方法 5月6日(金)(必着)までに、申込用

紙に作文(テーマ｢健康づくりに必要な

もの｣、2,000字以内)を添えて郵送か

ファックス、または直接窓口に提出す

る

※　申込用紙はいきいきプラザにあります。

また、市ホームページからも印刷できます。

応募・問い合わせ先 健康課(〒816―0851

昇町1―120いきいきプラザ内)
1(501)1134 5(501)0051

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

委員募集

春日市健康づくり
推進協議会 公職選挙法では、政治家

（候補者はもちろん候補者に

なろうとしている人も含む）

や後援会が、選挙区内の人

にお金や物を贈ることを禁

止しています。

逆に、有権者が政治家に

対して寄付を求めたり、受

け取ったりすることも禁止

しています。

政治家は、寄付を｢贈らな

い｣、有権者は｢求めない｣｢受

け取らない｣の｢三ない運動｣

を進め、明るく透明な選挙

を実現しましょう。

問い合わせ先 春日市選挙

管理委員会
1(584)1111
5(584)1141

「贈らない」｢求めない｣｢受け取らない｣

政治家の寄付はお断り
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市教育委員会は、小中学校で教師と一緒

に学習や学校生活を応援してくれる「学校支

援ボランティア（無償）」を募集しています。

資格は必要ありません。都合がつく時間

だけでも結構です。

子どもが好きな人、教育に興味のある人、

教師の経験者、パソコンに自信がある人な

どのご協力をお願いします。

活動内容（一部）

学習面での支援(教室や施設での学習支援)

特別支援教育補助(学習に配慮を要する子

どもの手助け)

IT教育支援(パソコンを使った授業などの

手助け)

子どもの安全確保支援(登下校時の安全確

保や学校内の巡回)

申込方法 直接窓口で申し込む

※　現在、登録している人は、新たに登録

する必要はありません。

申込・問い合わせ先 学校教育課
1(584)1111 5(584)1153

子どもたちのために…

学校支援ボランティア
昇町が分区

大土居地区が誕生
4月1日、昇町地区から大土居地区が分離し、市内35番目

の地区が誕生しました。

区域は大土居交差点から南側部分の638世帯で、校区（春

日南小学校・春日南中学校）に変更はありません。

なお、当地区自治会の事務は、当面、浦の原集会所（大土

居3―186)で行われます。

問い合わせ先 地域づくり課地域づくり担当
1(584)1111 5(584)1153

防犯情報メール

不審者情報など、防犯に関する様々な情報を、い

ち早くあなたの携帯電話にメールで送ります。現在、

約2,500人が登録しています。

登録は無料です。

対象 市内に在住または通勤・通学する人で、メー

ル機能がある携帯電話を持っている人

申込方法 自分の携帯電話のメールで、タイトルに

「防犯メール登録希望」、本文に氏名、住所、

携帯電話番号を入れて送信する

※　自分の携帯電話にパソコンからのメールの拒否

設定をしている場合は情報が届きませんので、設

定を変更してください。

申込先 地域づくり課防犯情報メール

anzen@city.kasuga.fukuoka.jp

ついで隊

散歩や買い物などのついでに子どもたちの安全を

見守るボランティアパトロールで、現在、筑紫地区

全体に広がっています。

登録費 200円(腕章代として)

※　今年度から、パトロール用品は腕章のみとし、

実費を負担していただくことにしました。

申込方法 直接窓口で申し込む

申込・問い合わせ先 地域づくり課地域づくり担当
1(584)1117 5(584)1153

安全なまちづくりへの第一歩！

「防犯情報メール」「ついで隊」登録者募集

一の谷�
二丁目�

松ヶ丘�
入口�

春日南�
中学校�

天神山�
小学校�

春日白水�
郵便局�

春日南�
中学校前�

松ヶ丘団地�

白水大池�
公園�

＝大土居地区�

大土居�

塚原台�

松ヶ丘入口�

文�

文�

〒�
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3月11日～13日の3日間、福祉ぱれっと館のゆり工房が、
6月で開設5周年を迎えることを記念して作品展示会を行い
ました。
知的障害者の通所授産施設であるゆり工房では、パン製
造や木工作業、軽作業を通して、技術習得と働く喜びや生
きがいを得ることを目的に、現在36人が活動しています。
今回は、｢作品展をしてほしい｣という市民の声をきっかけ
に、1年以上前から準備に取り組んできたそうです。会場に
は、通所者と職員が作
業の合間に力を合わせ
て制作した絵画や共同
作品約20点を展示。ま
た、パンや木工製品、
さをり織りなどの展示
即売も行われ、600人
以上の来場者で賑わい
ました。

心温まる作品がいっぱい

ゆり工房作品展示会

やさしい作風の作品に、
来場者は｢作品一つ一つ
に温かさを感じます｣と
に心を癒されていました

｢男女共同参画プラン｣の
重要な施策について審議し
てきた「春日市男女共同参
画審議会」が、2月22日、
井上市長に答申しました。
これは、市が、同プラン
の作成にあたり、昨年12月
に、学識者や公募の市民、
団体の代表など15人からな
る同審議会に諮問していた
もの。
この日は、同審議会の坂

さか

岡
おか

庸子
ようこ

会長が審議結果をま
とめた答申書を井上市長に

手渡しました。
井上市長は、｢長期間のご尽力に感謝します。この答申を尊重してプランを完成します｣とお
礼を述べました。
なお、このプランは、平成17年度から22年度までの6年間、男女共同参画社会の実現に向け
た市の施策のよりどころとなるものです。

男女共同参画審議会が答申

｢男女共同参画プラン｣

▼

共
同
作
品「
夢
を
か
た
ち
に
…
」

▲

井
上
市
長
に
答
申
書
を
手
渡
す
坂
岡
会
長
と(

後
列
左
か
ら)

市
民
代
表
の
古
賀

こ

が

ヒ
ロ
エ
、
森
野

も
り
の

文
子

ふ
み
こ

、
古
賀

こ

が

二
男

つ
ぎ
お

さ
ん

▲



○○○○(写真)、島津愛実
(いずれも春日中1年)※島
津さんは転校
受賞理由「動物愛護」
車にひかれそうにな

った迷い犬を保護し、
交番に届けて飼い主に
引き合わせた。

ト
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ク
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子どもたちの良い行いをたたえる「善行者表彰式」
が、2月22日、ミリカローデン那珂川(那珂川町)で
行われ、小学生から高校生までの4団体と61人が表
彰されました。
これは、青少年の健全育成を目的に、学校と筑紫
野警察署、各種育成団体などでつくる｢筑紫地区少年
愛護連盟｣が毎年行っているもので、春日市からは小
中学生7人が選ばれました。
式典では、同連盟の会長を務める春日北中学校の
進藤
しんどう

州洋
くにひろ

校長が、｢皆さんの行いはみんなの模範で
す。表彰を誇りに、これからも善行に努めてくださ
い｣と褒めたたえました。

子どもたちの善行をたたえる

善行者表彰式

2月20日、「自主性のある子どもを育てる
事業『青少年アンビシャス運動』」で優れた
活動を行ったとして、市内の「NPO法人春
日イーグルス」が県から表彰されました。
これは、この運動に取り組んでいる県内
940団体の中から、活動の自主性や他団体
との交流実績などを審査して選考したもの
で、この日表彰式に出席した8団体が選ば
れました。
春日イーグルス理事長の白水

しろうず

卓之
たかゆき

さんと
副理事長の城

しろ

田
た

正博
まさひろ

さんは「スポーツ教室へ
の参加をきっかけに、不登校や引きこもり
などの解消の手助けができたらと考えてい
ます」と、今後の意気込みを語りました。

青少年アンビシャス運動

「NPO法人春日イーグルス」を表彰

しながわ　な つみ

　　 すぎ き なつ みしま づ あ　み

いけもと　あ み やま て　　 しゅんおおいししゅう と

【NPO法人イーグルス】
昭和56年、｢春日少年サッカークラブ｣として発足。平成14年、地域住民が誰でも気軽に参加できる｢総合型地域スポーツク

ラブ｣として活動の幅を広げ、その翌年NPO法人を設立。サッカー教室に加え、バドミントン教室や走り方教室、中高年向けの
山歩き、体操教室なども新設。会員数は約920人。

▲井上市長に受賞を報告(写真左から城田さん、市長、白水さん)

(写真左から)品川菜摘、池本亜美、大石崇人、山手　駿(いずれ
も春日小4年)
受賞理由「拾得物の届出」
拾って交番に届けた携帯電話が持ち主に戻った。

杉木捺美(春日野中2年)
受賞理由「地域伝統行
事への参加」
惣利地区で受け継ぐ

｢龍踊
じゃおど

り｣の役を担い、
地区行事にも積極的に
参加して地域に貢献し
た。

※敬称略(学年は受賞時点)
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市
内
北
部
を
中
心
に
、
身
近
に
あ
る

遺
跡
を
徒
歩
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

4
月
24
日
(日)(

雨
天
中
止)

午
前
9
時
〜
正
午

集
合
場
所

奴な

国こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館

(

岡
本
3
―

57)

定
員

50
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

4
月
1
日
(金)
〜
17
日
(日)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

1(

501)

1
1
4
4

5(

573)

1
0
7
7

入
場
は
無
料
で
す
。
マ
ン
ド
リ
ン
の

調
べ
を
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
10
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

(

開
場
　
午
後
1
時)

会
場

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル(

太
宰
府
市
観
世
音
寺

か
ん
ぜ
お
ん
じ

1
―

3

―

1)

問
い
合
わ
せ
先

太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン

楽
部
　
錦
織

に
し
き
お
り

1(

928)

0
9
2
0

筑
紫
地
区
の
16
の
コ
ー
ラ
ス
団
体

が
、
1
年
間
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

4
月
24
日
(日)

午
後
1
時
〜
4
時

会
場

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
文
化

ホ
ー
ル(

那
珂
川
町
仲ち

ゅ
う

2
9
4
―

1)

問
い
合
わ
せ
先

南
畑

み
な
み
は
た

コ
ー
ル
・
ス
カ

ー
レ
ッ
ト
　
三み

浦う
ら

1(

952)

3
2
3
7

「
長
寿
の
話わ

ひ
ろ
げ
て
人
の
輪

ア
ジ
ア
の
和
」を
テ
ー
マ
に
、
11
月
12

日
〜
15
日
の
4
日
間
、
県
下
全
域
を
会

場
に「
第
18
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く

お
か
大
会『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お

か
２
０
０
５
』」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

の
大
会
で
、
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
選
手
の
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

対
象

県
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人

種
目
・
日
程

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
5
月
7
日
(土)

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
5
月
15
日
(日)

▽
テ
ニ
ス
　
5
月
26
日
(木)
・
27
日
(金)

▽
囲
碁
　
5
月
29
日
(日)

▽
卓
球
　
6
月
5
日
(日)

※
　
参
加
資
格
や
申
込
方
法
、
選
考
会

場
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

室

1(

631)

4
8
1
2

5(

631)

1
9
8
0

※
　
春
日
市
で
は
、
11
月
13
日
(日)
・
14

日
(月)
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、「
な
ぎ
な
た
」の
交
流
大
会
が
開

か
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
の
皆
さ
ん

を
市
を
挙
げ
て
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
人
や
、
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

会
員
が
対
象
で
す
。

日
時

4
月
24
日
(日)

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
5
時

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場(

大
谷
6
―

28)

種
目(

ラ
ン
ク)

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル

ス
▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
混

合
ダ
ブ
ル
ス(

各
A
・
B
・
C

級)

※
　
参
加
者
数
に
よ
っ
て
は
種
目
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
ラ
ン
ク

は
男
子
で
判
断
し
ま
す
。

使
用
球

水
鳥
球

参
加
料

一
人
一
種
目
1
0
0
0
円

（
高
校
生
以
下
8
0
0
円
）

申
込
方
法

4
月
12
日
(火)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

ペ
ア
の
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が

な)

、
年
齢
、
学
生
は
学
校
名

と
学
年
、
性
別
、
出
場
種
目

(

ラ
ン
ク)

、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
み
、
個
人
で
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
本
ま
つ
も
と

千
恵
子

ち

え

こ

(

〒
816
―

0
8
1
2
平
田
台
4
―

9
―

1)

1(

595)

3
4
2
2
（
5
兼
用
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

日
時

4
月
12
日
〜
10
月
18
日
の
毎
月

第
2
・
4
火
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

受
講
料

3
5
0
0
円(

ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
を
含
む)

定
員

10
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

抽
選)

申
込
方
法

4
月
10
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
　
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
　
長
野
な
が
の

1(

571)

5
6
1
5
（
5
兼
用
）

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp
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春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

須
玖
岡
本
遺
跡
な
ど
を
見
学

歴
史
散
歩

第
２
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

美
声
を
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い

筑
紫
地
区
コ
ー
ラ
ス
交
流
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
２
０
０
５

福
岡
県
選
手
団
選
考
会

受
講
生
募
集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

出
場
者
募
集

第
31
回
春
日
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会



きいて�きいて�

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

ニ
コ
ル
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

オ
レ
ン
ジ
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

お
じ
ょ
う
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

モ
リ
キ
チ
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

い
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん

男
性
65
歳
以
下
、女
性
55
歳
以
下
で
、

初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
す
る
市
民
が

対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

5
月
9
日
〜
7
月
11
日
の
毎
週

月
曜
日(

計
10
回)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

定
員

8
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

4
月
20
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
ラ
ケ
ッ
ト
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
テ
ニ

ス
協
会
　
福
丸
ふ
く
ま
る

浩
ひ
ろ
し

1(

585)

9
1
6
8

〇
幼
児
水
泳
教
室

対
象

水
の
苦
手
な
4
歳
以
上
の
未

就
学
児

日
程

5
月
12
日
〜
6
月
30
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
8
回)

時
間

午
後
3
時
〜
5
時

参
加
費

2
0
0
0
円

定
員

20
人

〇
ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室
（
音
楽
に
合
わ

せ
た
水
中
運
動
）

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

5
月
20
日
〜
7
月
8
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
8
回)

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
費

2
0
0
0
円

定
員

30
人

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
6
―

28)

申
込
方
法

4
月
17
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
当
教

室
参
加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

3
5
0
0

5(

585)

1
6
3
4

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
高
校
生
以
上
の
人

日
時

5
月
11
日
(水)
〜
7
月
16
日
(土)
の

毎
週
水
・
土
曜
日(

全
20
回)

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
弓
道

場(

大
谷
6
―

28)

定
員

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

会
費

2
4
0
0
円(

保
険
料
・
消
耗

品
代
と
し
て)

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
白
靴
下

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
具
は
無
料
で
貸
し
出
し

ま
す
。

申
込
方
法

4
月
30
日
(土)
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
事
務
局

蓑
田
み
の
だ(

〒
816
―

0
8
2
4
小
倉
2

―

78)

1(

571)

1
8
7
5

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
も
と
に

作
っ
た
肥
料
で
す
。
有
機
物
や
石
灰
を

多
く
含
む
土
壌
改
良
材
で
、
種
ま
き
や

苗
の
植
付
け
前
の
元
肥
と
し
て
最
適
で

す
。
注
文
後
約
2
週
間
で
宅
配
し
ま
す
。

価
格

1
セ
ッ
ト
5
0
0
円(

10
㎏
入

り
2
袋
、
宅
配
料
・
税
込
み)

支
払
方
法

宅
配
時
に
商
品
と
引
き
換

え

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

7
0
1
2
0(

803)

8
0
4

5(

807)

5
0
4
4

市
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
人
に
贈
っ

て
い
た
「
記
念
植
樹
券
」
事
業
を
取
り

や
め
ま
す
。

町
の
緑
化
を
目
指
し
、
事
業
を
30
年

間
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
、
概
ね
そ
の

目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
、
こ
の
事

業
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
な
緑
化
推
進
の
方
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
都
市
緑
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
公
園
担

当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

環
　
境

情
報
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受
講
生
募
集

テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

参
加
者
募
集

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

春
日
市
弓
友
会

初
心
者
弓
道
教
室

取
り
や
め
ま
す

「
記
念
植
樹
券
」の
贈
呈

(財)
福
岡
市
下
水
道
資
源
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料「
博
多
の
び
の
び
」



きいて�きいて�

平成16年4月16日生

川か
わ

手て

桜
花
さ
く
ら

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成15年4月11日生

八
田
や
つ
だ

若わ
か

菜な

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

平成16年4月21日生

野
村
の
む
ら

駿
太
し
ゅ
ん
た

ち
ゃ
ん(

若
葉
台
西)

平成16年4月22日生

和
泉
い
ず
み

舞
桜
ま

お

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

平成15年4月27日生

鎌
田
か
ま
だ

昴
す
ば
るち

ゃ
ん(

ち
く
し
台)

情
報
ひ
ろ
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(独)
空
港
周
辺
整
備
機
構
は
、
福
岡
空

港
周
辺
の
航
空
機
騒
音
を
緩
和
す
る
た

め
、
一
定
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
、
防

音
工
事
や
エ
ア
コ
ン
の
機
能
回
復
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
区
域
に
住
ん
で
い
て
、
ま
だ
工

事
を
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域

▽
春
日
原
北
町
1
〜
5
丁

目
▽
春
日
原
東
町
1
〜
4
丁
目

▽
春
日
原
南
町
1
〜
4
丁
目
▽

春
日
公
園
7
〜
8
丁
目

問
い
合
わ
せ
先

同
機
構
福
岡
空
港
事

業
本
部
事
業
第
一
課

1(

472)

4
5
9
4

5(

472)

4
5
9
7

※
　
こ
の
防
音
工
事
に
よ
る
設
置
後
10

年
未
満
の
エ
ア
コ
ン
に
対
す
る
修
理

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
大
阪
航
空
局
福
岡
空
港
事
務
所
周

辺
環
境
課(

1(

621)

2
2
2
1)

に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
7
km
と

4
・
5
km
の
2
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま

す
。
一
緒
に
歩
い
て
運
動
不
足
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

4
月
12
日
(火)(

雨
天
中
止)

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー(

昇
町
1
―

1
2
0)

※
　
タ
オ
ル
、
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
く
継
続
す
る

た
め
の「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
す
ご
ろ
く
の
よ

う
に
マ
ス
目
が
1
5
0
個
あ
り
、
30
分

歩
く
ご
と
に
1
個
ず
つ
塗
り
つ
ぶ
し
ま

す
。
す
べ
て
塗
り
終
わ
る
と
ゴ
ー
ル
と

な
り
、
合
計
で
75
時
間
も
歩
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」は
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
や
市
民
課
、
各
地
区
公
民
館
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
人
は
、
無

理
を
せ
ず
に
、
き
つ
く
な
い
程
度
の
速

さ
で
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
　
ゴ
ー
ル
し
た
人
は
、
4
月
28
日
(木)

ま
で
に
マ
ッ
プ
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
認
定
証
と
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課(

昇

町
1
―

1
2
0
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
内)

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

4
月
13
日
(水)
・
26
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
を
も
つ
子
ど
も
の

た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。

期
間

4
月
〜
平
成
18
年
3
月

場
所

同
病
院
プ
ー
ル(

福
岡
市
南
区

屋
形
原

や
か
た
ば
る

4
―

39
―

1)

日
時
・
対
象
・
定
員

▽
A
コ
ー
ス

毎
週
土
曜
日
・
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
・
小
学
生
20
人

▽
B
コ
ー
ス

毎
週
火
曜
日
・
午
後
4
時
30
分
〜
6

時
30
分
・
小
学
生
10
人

▽
C
コ
ー
ス

毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日
・
午
後
3
時

〜
5
時
・
3
〜
5
歳
児
各
10
人

※
　
毎
回
、医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
30
日
(土)

※
　
会
費
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
プ
ー
ル

1(

565)

5
5
3
4

5(

566)

0
7
0
2

健
　
康

国
立
病
院
機
構
福
岡
病
院

ぜ
ん
そ
く
児
水
泳
教
室

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

白
水
大
池
公
園
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

健
康
づ
く
り
に
活
用
し
ま
せ
ん
か

歩
こ
う
マ
ッ
プ

福
岡
空
港
周
辺
騒
音
指
定
区
域

防
音
工
事
と
エ
ア
コ
ン
機
能
回
復
工
事



情
報
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ろ
ば
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日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
4
月
8
日
(金)「
お
薬
の
正
し
い
飲
み

方
」・
平
川
雅
章

ひ
ら
か
わ
ま
さ
あ
き

さ
ん(

薬
局
長)

▽
4
月
15
日
(金)「
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
食
生
活
」・
東
屋
敷

ひ
が
し
や
し
き

美
保
み

ほ

さ

ん(

管
理
栄
養
士
副
主
任
）

▽
4
月
22
日
(金)「
子
宮
し
き
ゅ
う

筋
腫
き
ん
し
ゅ

の
治
療

法
」・
窪
田
く
ぼ
た

孝
明
た
か
あ
き

さ
ん(

産
婦
人
科
部

長
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1(

573)

6
6
2
2

5(

572)

0
6
3
3

未
成
年
の
み
な
さ
ん
、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
を
ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
に
軽
い
気
持

ち
で
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
未
成
年
者

の
飲
酒
は
、
体
だ
け
で
な
く
、
心
の
発

達
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

飲
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
周
り
の
人
も
未
成
年

者
に
飲
酒
を
勧
め
る
こ
と
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
税
務
署

1(

771)

1
1
5
1

高
齢
者
が
、
仲
間
づ
く
り
や
社
会
参

加
の
機
会
を
見
つ
け
る
た
め
の
講
座
で

す
。
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
学
校
派

遣
も
あ
り
ま
す
。

対
象

筑
紫
地
区
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
人
で
、
基
礎
科
目
と
選
択
専

門
科
目
の
両
方
を
継
続
し
て
受

講
で
き
る
人

受
講
期
間

6
月
3
日
(金)
〜
平
成
18
年

2
月
23
日
(木)

○
基
礎
科
目(

全
員
受
講)

日
時

毎
月
第
1
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

那
珂
川
町
ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン

(

那
珂
川
町
仲ち

ゅ
う

2
9
4
―

1)

○
選
択
専
門
科
目

日
時

毎
月
第
2
・
3
・
4
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

内
容
・
場
所

▽
俳
句
コ
ー
ス(

基
本
、
卓
話
な
ど)

那
珂
川
町
中
央
公
民
館(

那
珂
川

町
後
野
う
し
ろ
の

1
2
0
）

▽
健
康
コ
ー
ス(

健
康
体
操
な
ど)

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

3
―

2
）

▽
音
楽
コ
ー
ス(

合
唱
、
リ
ズ
ム
体

操
な
ど)

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

春
日

市
大
谷
6
―

24
）

▽
歴
史
コ
ー
ス(

筑
紫
地
区
郷
土
史)

太
宰
府
市
中
央
公
民
館(

太
宰
府

市
観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

1
―

3
―

1
）

▽
伝
承
工
芸
コ
ー
ス(

竹
細
工
、
折

り
紙
、
わ
ら
細
工
な
ど)

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ

つ

か

い

ち

み

な

み

1
―

9
―

3
）

定
員

▽
俳
句
・
伝
承
工
芸
コ
ー
ス
　
各
30
人

▽
健
康
・
音
楽
・
歴
史
コ
ー
ス
　
各
40

人
※
　
申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
し
ま
す
。

受
講
料

3
0
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
選
択
専
門
科
目
で
の
教

材
費
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

4
月
1
日
(金)
〜
28
日
(木)
に
、

市
社
会
教
育
課
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1
5(

593)

7
3
8
0

▽
那
珂
川
町
中
央
公
民
館

1(

952)

2
0
9
2
5(

952)

2
0
9
3

同
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る「
多
言
語

活
動
」を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
講
演

会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児(

一
人
3
0

0
円
・
要
事
前
予
約)

を
行
い
ま
す
。

日
時

4
月
16
日
(土)
・
17
日
(日)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1
―

7)

問
い
合
わ
せ
先

言
語
交
流
研
究
所
ヒ

ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
九
州

1
0
1
2
0(

557)

7
6
1

5(

762)

4
1
2
3

kyu
sh
u
@
le
xh
ip
p
o
.g
r.jp

国
保
い
ろ
い
ろ

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

退
職
し
た
り
、
家
族
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
り
し
て
社
会
保
険
な

ど
を
喪
失
し
た
ら
、
必
ず
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
14
日
以
内
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

逆
に
、
就
職
し
た
り
、
家
族
が

加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養

と
入
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
　
加
入
手
続
き
の
場
合
、
加
入

日
は
退
職
日
の
翌
日
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
国
保
税
も
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

届
出
に
必
要
な
も
の

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き

▽
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

▽
印
鑑

▽
口
座
が
わ
か
る
も
の
と
届
出
印

（
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
）

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る
家
族

が
い
れ
ば
、
そ
の
保
険
証

○
国
保
を
喪
失
す
る
と
き

▽
国
保
の
保
険
証

▽
新
し
い
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

4
月
は
未
成
年
飲
酒
防
止
強
調
月
間

お
酒
は
20
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

講
演
・
講
座

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
九
州

７
カ
国
後
で
話
そ
う

受
講
生
募
集

平
成
17
年
度
筑
紫
地
区
高
齢
者
大
学

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室
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６月生まれの赤ちゃん募集中
写真は、赤ちゃんの顔が
大きく写っているもので、
裏に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
15月2日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成16年4月16日生

河
野
か
わ
の

行
浩
ゆ
き
ひ
ろ

ち
ゃ
ん(

ち
く
し
台)

平成15年4月29日生

宇
野
う

の

綾
夏
あ
や
か

ち
ゃ
ん(

宝
町)

平成15年4月5日生

徳
本
と
く
も
と

由
佑
ゆ

う

ち
ゃ
ん(

春
日
原
南
町)

平成16年4月25日生

松
崎
ま
つ
ざ
き

大
河
た
い
が

ち
ゃ
ん(

ち
く
し
台)

講
座
名

▽
色
彩
能
力
検
定
2
級
受
験
対
策
講
座

▽
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検

定
3
級
受
験
講
座

▽
日
商
簿
記
3
級
受
験
講
座

▽
販
売
士
3
級
受
験
対
策
講
座

▽
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
検
定

2
級
受
験
短
期
集
中
講
座

▽
電
子
化
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検
定
B
級
受

験
短
期
集
中
講
座

※
　
日
程
や
内
容
、
受
講
料
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

575)

2
9
9
3
（
5
兼
用
）

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

4
月
6
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ

て
い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
離
乳

食
や
育
児
、
成
長
発
達
、
予
防
接
種
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
会
場
　

▽
4
月
13
日
(水)

午
前
10
時
〜
11
時
30

分須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー(

須
玖
南
2
―

1

2
0
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

▽
4
月
26
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2

0
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

県
は
、
在
宅
で
生
活
す
る
障
害
者

(

視
覚
障
害
者
を
除
く)

に
、
自
動
車
運

転
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
通
う
自
動

車
学
校
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象(

条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人)

▽
県
内(

福
岡
市
・
北
九
州
市
を
除
く
）

に
住
む
18
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳(

1
〜
4
級
以
上)

か
療
育

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

同
じ
程
度
の
判
定
を
受
け
て
い
る
人

▽
運
転
免
許
取
得
後
、
就
労
な
ど
が
確

実
に
見
込
ま
れ
る
人

▽
過
去
に
自
己
の
責
任
で
運
転
免
許
の

取
消
処
分
を
受
け
た
り
、
失
効
し
た

こ
と
が
な
い
人

▽
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
免
許
を

取
得
す
る
人
　
な
ど

補
助
額

10
万
円

申
込
期
限

4
月
22
日
(金)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
21
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

市
役
所
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

1(

582)

7
6
0
0

5(

582)

1
5
1
1

知
的
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の

会
で
す
。
学
習
会
や
情
報
交
換
会
を
し

て
い
ま
す
。

一
緒
に
日
常
生
活
や
将
来
に
つ
い
て

考
え
ま
せ
ん
か
。

会
費

年
間
6
0
0
0
円

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
西
田
・
朝
重

1(

593)

7
6
0
7
（
5
兼
用
）

※
　
問
い
合
わ
せ
の
電
話
は
、
月
〜
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
に
お
願
い

し
ま
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
野
外
活
動
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

幼
稚
園
年
長
〜
小
学
2
年
生
8
月

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

小
学
2
年
生
9
月
〜
5
年
生
8
月

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
春
日
第
3
団
事
務
局
　
中
尾

1(

501)

2
8
5
7
（
5
兼
用
）

募
　
集

情
報
ひ
ろ
ば
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子
育
て

福
　
祉

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

障
害
者
の
た
め
の

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

つ
く
し
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

行
こ
う
よ
！
献
血

会
員
募
集

春
日
市
知
的
障
害
育
成
会

友
達
に
な
ろ
う
！

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
３
団

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

市
民
提
供
講
座
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[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

竜
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

雷
鳥
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

う
ち
ぴ
ー
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ウ
メ
ち
ゃ
ん
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

情
報
ひ
ろ
ば
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初
心
者
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

日
時

毎
月
第
3
水
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
6
―

24
）

講
師

深
江

ふ

か

え

昭
三

し
ょ
う
ぞ
う

さ
ん(

元
ミ
ノ
ル
タ

写
真
ク
ラ
ブ
幹
事
）

会
費

月
額
1
0
0
0
円(

出
席
し
た

月
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

深
江

1(

571)

3
7
5
9

対
象
　

○
一
般
・
技
術
・
飛
行

▽
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

▽
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
大
学

(

短
大
を
除
く)

を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人

▽
28
歳
未
満
で
、
大
学
院
修
士
課
程

修
了
者

○
歯
科
　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
専

門
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人

○
薬
剤
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満(

薬
剤

収
支
取
得
者
は
28
歳
未
満)

で
、
専

門
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人

応
募
期
限

平
成
17
年
5
月
13
日
(金)

試
験
日

5
月
21
日
(土)
・
22
日
(日)

※
　
試
験
科
目
、
受
験
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所

1(

591)

7
4
5
0
（
5
兼
用
）

国
際
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
青
年

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
九
州
２
０
０
５
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

訪
問
中
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
研
修
、

山
間
活
動
、交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
・
定
員

▽
班
長
　
30
〜
39
歳
の
人
　
2
人

▽
一
般
団
員
　
20
〜
29
歳
の
人
　
28
人

日
程
　
8
月
20
日
(土)
〜
28
日
(日)(

8

泊
9
日
）

※
　
事
前
と
事
後
に
研
修
が
あ
り
ま

す
。

訪
問
国

▽
大
韓
民
国(

ソ
ウ
ル)

▽
中

華
人
民
共
和
国(

北
京
・
西
安)

活
動
内
容

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
▽
研
修

▽
交
流
会
▽
参
観
活
動
な
ど

参
加
費

7
万
3
0
0
0
円(

班
長
は

無
料)

※
　
こ
の
ほ
か
に
旅
券
取
得
経
費
、
事

前
・
事
後
研
修
参
加
経
費
な
ど
が
必

要
で
す
。

申
込
方
法

４
月
１
日(

金)

〜
5
月
10

日
(火)(
必
着)
に
、
市
社
会
教
育

課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
申
し
込
む
。

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
労
働
部
青
少

年
課
育
成
係(

〒
812
―
8
5
7

7
福
岡
県
庁)

1(

643)

3
3
8
7

5(

643)

3
3
8
9

http://w
w
w
.ynw

-kyushu.o
rg

教えて！国勢調査（10月1日は国勢調査です）

今年の10月、全国一斉に「国勢調
査」が行われます。
日本に住むすべての人が対象とな

る日本最大規模の調査で、1920年
(大正9年)から5年ごとに行われてお
り、今年で18回目になります。
この調査の結果は、社会福祉や防

災対策など、今後の各種政策の立案
のための資料として活用されます。
ご協力お願いします。

募集します
国勢調査調査員募集
各世帯への調査票の配布や

回収、整理などを行う調査員
を募集します。
対象 秘密を厳守し、責任を

持って調査事務が行え
る20歳以上の人

期間 8月下旬～10月下旬
報酬 担当する世帯数に応じ

て3～5万円程度
申込方法 随時、電話で申し

込む

申込・問い合わせ先 地域づくり課商工農政担当1(584)1111 5(584)1153

自
衛
隊
福
岡
募
集
事
務
所

陸
・
海
・
空
自
幹
部
候
補
生
募
集

写
真
を
学
び
ま
せ
ん
か

写
真
同
好
会

団
員
募
集

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
九
州

～国勢調査って何？～
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ークスは、イケメン選手が多いのですが、私は、なん
といっても城島選手のファン。守備でもバッティング

でもチームの柱として活躍する姿が男らしくて好きです。
ソフトバンクとして生まれ変わった新しいチームを、城島
選手に引っ張っていってもらい、ぜひ、日本一を目指してほ
しいです。頑張れ、ホークス!! （あさぽん）

年身売り話が絶えなかった我がホークスが、ソフトバ
ンクとして再出発した。売却話が出るたびに、福岡か

ら離れてほしくないという思いはもちろんのこと、選手、裏
方さん、ひいてはその家族がどんなに複雑不安な思いにから
れていたかと考えた時に、いつも胸が痛んだものだった。し
かし、この不安も解消。さあ、後は孫

そん

オーナーの号令の下、
世界一を目指し、思いっきりグラウンドで暴れてほしい。フ
ァンは、すでに世界一なのだから。 （鷹

たか

のぼせ）

が最初に野球を見たのは小学２年生の時。平和台球場
での太平洋クラブライオンズ対南海ホークス戦だっ

た。かつての名門球団の面影はなく、球場はガラガラで寂
しいものだった。その後ライオンズは、クラウンライター
を経て西武へ身売りされ、福岡を去った。悲しかった。球
団のない寂しい時期を過ごしていたところへ、かつてのラ
イバル球団が、突如、ダイエーホークスとなり福岡にやっ
てきた。この時の驚きと喜びは今も忘れられない。そして、
市民球団として成長したそのホークスが、今、ソフトバン
クホークスとして生まれ変わる。福岡に地元球団がある幸
せ。この瞬間を、しみじみと味わいたいと思う。（博多っ子）

［今月のテーマ］

福岡ソフトバンクホークスに期待すること

ホ

私

毎 次回(6月)のテーマは｢マナー｣
あなたが気をつけていることや、今困っていることなど、あ

なたの身近な｢マナー｣について教えてください。
5月2日(月)(必着)までに、ファックスかハガキ、Ｅメールに

住所、氏名、ペンネーム、電話番号、投稿文(200字程度)を書
いて送ってください。
※　掲載された人には図書券(500円分)を進呈します。あて先
〒816―8501春日市役所広報担当｢井戸端かいぎ｣係

暴
力
団
に
よ
る
被
害
の
早
期
解
決
の

た
め
、
警
察
や
弁
護
士
会
、
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
暴
力
団
に
よ

る
被
害
の
電
話
・
面
接
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

4
月
16
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

同
セ
ン
タ
ー(

福
岡
市
博
多
区

吉
塚
本
町
13
―

50
吉
塚
合
同
庁

舎
5
階
）

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

651)

8
9
3
8

5(

651)

8
9
8
8

市
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、
金
融

機
関
を
通
し
て
低
利
で
事
業
資
金
を
お

貸
し
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

当
制
度
を
利
用
し
た
場
合
の
県
信
用

保
証
協
会
の
保
証
料
に
つ
い
て
も
、
完

済
後
に
補
助
し
ま
す
。

融
資
限
度
額

1
0
0
0
万
円

利
率

年
利
1
・
7
％(

1
月
15
日
現

在
）

返
済
期
間

5
年
以
内(

融
資
額
が
5

0
0
万
円
以
上
の
場
合
は
7
年

以
内
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
各
金
融
機
関

▽
春
日
市
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7
5(

575)

0
7
0
2

市
内
の
土
地
・
建
物
の
所
在
や
地

番
、
地
目
、
面
積
、
評
価
額
な
ど
を
載

せ
た
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

市
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所

有
し
、
そ
の
固
定
資
産
税
を
納

付
し
て
い
る
人

※
　
個
別
の
課
税
台
帳
は
、
借
地
・
借

家
人
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
間

4
月
1
日
(金)
〜
5
月
2
日
(月)

（
平
日
の
み
）

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所

市
役
所
1
階
税
務
課
窓
口

持
っ
て
く
る
物

▽
来
庁
者
の
印
鑑
▽

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸

借
契
約
書
▽
代
理
人
の
場
合
は

所
有
者
の
委
任
状
　
な
ど

※
　
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、

4
月
中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
1

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
適
用
事
業
所
は
、
毎
年
度
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
の
概
算
保
険
料
を

確
定
精
算
し
、
今
年
度
の
概
算
保
険
料

を
申
告
・
納
付
す
る
も
の
で
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
期
間

4
月
1
日
(金)
〜
5
月
20

日
(金)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
保

険
適
用
室

1(

434)

9
8
3
3

5(

434)

9
8
2
4

http://w
w
w
.fukuoka.plb.go.jp/

市
報
か
す
が
は
、
毎
月
１
日
と
15
日

に
発
行
し
て
い
ま
す
。

発
行
日
ま
で
に
届
か
な
い
と
き
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

情
報
政
策
課
広
報
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
2

縦
覧
し
ま
す

固
定
資
産
の
課
税
内
容

事
業
主
の
皆
さ
ん
お
忘
れ
な
く

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

相
　
談

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

暴
力
被
害
集
中
相
談
会

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

そ
の
他

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

事
業
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

「
市
報
か
す
が
」が
届
か
な
い
と
き



４月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�
インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、10人�

4日、11日、18日、19日（安全点検日）、25日、29日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�
※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�
※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは4月1日(金)午前10時から受け付けます。（１人１行事まで、市民優先）�
※ 申し込みは、電話か直接窓口で申し込んでください。なお、子どもの自主性を尊重するため、小学生以上は本人が申し込んでください。�
　どうしても本人が申し込めない場合は、相談してください。�
※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け）　須玖：13日、光町：14日・27日、毛勝：15日・28日�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　須玖：6日、光町：13日・15日・22日、毛勝：7日・21日�

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向け）�

おまたせ！トランポリン�
午前10時30分～正午�

たのも～！道場やぶり�
午後4時～5時、5歳以上�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

クッキングの時間（桜もち）�
午前10時～正午�、10人、200円�

和紙で花作り（メルヘンチューリップ）�
午後1時30分～3時30分、10人、200円�

おまたせ！トランポリン　�
午後3時30分～4時30分�

Ｚ－１グランプリ（ぞうきんレース）　　�
午後3時～4時　�

道場やぶり�
午後3時～4時、5歳以上�

めざせ！100人ゲーム　午後2時～3時�
たのしいおはなし（4月生まれの誕生会）�
午後3時～4時�

トワイライトゾーン�
午後5時～6時、中学生以上�

親子サロン（0～2歳児向け）�
午前11時～11時40分�

トワイライトゾーン�
午後5時～6時、中学生以上�

おかしバンザイ！（フルーツ大福づくり）�
①午前11時～正午②午後2時～3時③午後3時�
30分～4時30分、各5人、200円�

「冒険遊び場（プレイパーク）」へピクニック♪�
午前11時～午後1時、行先：大谷ふれあい公園�
横の芝生広場、弁当持参�
※現地で解散します�

屋上ＤＥお花見�
午前10時～正午�

おもしろビンゴ大会�
午後2時～3時�

たけのこ掘り　午前10時～正午�
15組、場所：春日神社（現地集合）�

今日のおはなしな～に？�
午後2時～2時30分�

びっくり！どっきり！？しゃぼんだま�
午後2時～3時�

けかつｄｅランチ（お好み焼き）　�
午前11時～午後1時、小学2年生以上、12人�
150円�

あそびの出前児童センター�
午前10時～正午、場所：春日西小学校フレンド�
ホール�

めざせオリンピック�
午後2時～3時�

一日中道場やぶり�
①午前10時30分～正午��
②午後2時～3時30分�

挑戦！ギネス�
午後2時～3時、5歳以上�

デュエルマスターズ大会(カードゲーム)�
午後2時～3時�

午前11時～��

　　　11時40分�

1日（金）�

3日（日）�

5日（火）�

6日（水）�

8日（金）�

10日（日）�

17日（日）�

24日（日）�

13日（水）�

20日（水）�

9日（土）�

16日（土）�

23日（土）�

2日（土）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

午前10時～午後5時�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

須玖：15日（日の出公民館）・21日（いきいきプラザアリーナ）��
光町：7日・21日（いずれも県営春日公園、※雨天中止）��
毛勝：8日（白水ヶ丘公民館）・14日（上白水公民館）�

会
員
募
集
！

「
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
」「
冒
険
キ
ッ
ズ
」

○
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ

季
節
の
行
事
や
リ
ズ
ム
体
操
、
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
同
士
、
親
同
士
の
グ
ル
ー
プ
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
年
間
20
回
活
動
し
ま
す
。

対
象
・
定
員

市
内
に
居
住
す
る
2
〜

4
歳(

4
月
1
日
現
在)

の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
各
セ
ン
タ
ー

90
人

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

各
児
童
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

4
月
7
日
(木)
〜
22
日
(金)

○
冒
険
キ
ッ
ズ

野
外
活
動
な
ど
集
団
で
の
遊
び
を
通

し
て
、
達
成
す
る
喜
び
を
味
わ
い
ま
し

ょ
う
。
年
間
10
回
程
度
活
動
し
ま
す
。

対
象
・
定
員

市
内
に
居
住
す
る
小
学

3
年
生
以
上
の
児
童
・
60
人

※
　
説
明
会
を
、（
4
月
9
日
(土)
午
前
11

時
か
ら
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

(

大
谷
6
―

24)

で
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

説
明
会
終
了
後
〜
4
月
24

日
(日)

会
費

年
間
2
0
0
0
円(

材
料
費
な
ど)

申
込
方
法

児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

用
紙
を
提
出
す
る

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ

ー

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

16



春
先
の
ロ
マ
ン

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て「
登
山
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」が
薦
め
る
筑
紫
野
市
の「
大
根

お
お
ね

地
山

じ
や
ま

」に
登
っ
た
▼
ふ
も
と
に
車
を
止
め
、

の
ら
り
く
ら
り
登
っ
て
い
く
と
中
腹
に

鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
禊み

そ

ぎ
場
ら
し

き
滝
も
あ
る
。
な
る
ほ
ど
登
り
つ
め
る

と
立
派
な
神
社
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら

望
む
耳
納

み
の
う

連
山

れ
ん
ざ
ん

の
雄
大
さ
に
、
疲
れ
も

一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
▼
数
日
た
っ
た
あ

る
日
の
早
朝
、
何
気
な
く
ア
パ
ー
ト
の

窓
か
ら
朝
焼
け
を
眺
め
て
い
る
と
、
突

然
、
と
が
っ
た
山
の
頂
き
か
ら
ご
来
光

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
で
は
な
い
か
。

そ
の
瞬
間
、
海
馬

か
い
ば

に
電
気
が
走
り
予
感

の
ラ
ン
プ
が
灯と

も

っ
た
▼
す
ぐ
に
西
側
の

ベ
ラ
ン
ダ
に
走
り
出
て
、
ま
だ
薄
暗
い

下
白
水
方
面
に
目
を
凝
ら
す
が
、
残
念

な
が
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
阻
ま
れ
て
目

指
す
目
標
物
は
見
え
な
い
。
あ
せ
る
気

持
を
抑
え
、
本
棚
の「
春
日

か
す
が

風
土
記

ふ

ど

き

」を

取
り
出
し
て
そ
の
項
を
め
く
る
と
、
案

の
定
、
そ
こ
に「
大
根
地
山
」の
文
字
が

あ
っ
た
▼
さ
て
、
質
問
で
す
。「
私
が
目

指
し
た
目
標
物
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ

う
か
」。
答
え
は
、
彼
岸
に
こ
の
山
か
ら

上
る
朝
日
を
拝
む
向
き
に
作
ら
れ
た
前

方
後
円
墳「
日
拝
塚

ひ
は
い
づ
か

」。
つ
ま
り
、
自
分

は「
日
拝
塚
」と「
大
根
地
山
頂
」を
結
ぶ

線
上
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

ロ
マ
ン
で
す
ね
。

○後

皆
さ
ん
は
、
講
演
会
な
ど
で
、

講
師
の
話
が
刻
々
手
書
き
文
字

と
な
っ
て
前
面
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
の
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

耳
が
不
自
由
な
参
加
者
の
た

め
に
、
話
の
要
点
を
短
く
ま
と

め
て
文
字
で
表
わ
し
て
く
れ
る

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
「
要
約
筆
記
」

で
す
。

現
在
、
市
内
で
唯
一
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
提
供
し
て
い
る
の
が
、
女
性
ば

か
り
14
人
で
つ
く
る
春
日
要
約
筆
記
の
会「
で

ん
で
ん
虫
」で
す
。

ま
だ
耳
慣
れ
な
い
こ
の
要
約
筆
記
と「
で
ん

で
ん
虫
」の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

手
話
と
の
違
い
は
？

同
じ
聴
覚
障
害
者
で
あ
っ
て
も
、
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
時
期
や
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
情

報
を
得
る
た
め
の
手
段
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

誰
も
が「
聴
覚
障
害
者
」イ
コ
ー
ル「
手
話
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
人
生
の
中
途
で
聴
覚
を

失
っ
た
「
中
途
失
聴
者

し
っ
ち
ょ
う
し
ゃ

」や
難
聴
者
に
と
っ
て
、

手
話
を
覚
え
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
要
約
筆
記
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

近
年
、
市
が
行
う
講
演
会
な
ど
で
、
手
話
に

加
え
て
要
約
筆
記
が
あ
る
の
は
そ
の
表
れ
で

す
。

実
際
に
ど
う
や
る
の
？

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
に
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ(

オ
ー

バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー)

を
用
い
ま
す
。

目
を
保
護
す
る
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
４
、

５
人
で
交
代
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
の
シ
ー
ト
上

に
耳
か
ら
入
る
話
を
瞬
時
に
文
章
に
し
た
た
め

ま
す
。
講
師
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
二
人
で
同
時

に
話
の
前
後
を
分
担
し
て
書
く
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、「
ノ
ー
ト
テ
ー
ク
」と
呼
ん
で
学
校
教

育
の
場
で
、
個
人
を
対
象
に
紙
や
ノ
ー
ト
に
書

い
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
通
訳
し
た
り
、
買
い
物

や
学
校
行
事
に
同
行
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

会
の
発
足
は
？

そ
も
そ
も
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
15

年
に
市
が
主
催
し
た「
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
座(

基
礎
講
座)

」で
す
。

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
に
要
約
筆
記
が
不

可
欠
と
信
じ
て
必
要
性
を
説
き
、
行
政
に
も
働

き
か
け
た
難
聴
者
の
橋
口
は
し
ぐ
ち

淑
子
よ
し
こ

さ
ん
や
現
会
員

の
熱
意
が
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
講
習
会
に
参
加
し
た
現
会
員

を
含
む
受
講
生
が
母
体
と
な
っ
て
、
そ
の
年
の

10
月
に
、
会
の
発
足
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

ち
な
み
に「
で
ん
で
ん
虫
」と
い
う
名
称
は
、

ヒ
ト
の
耳
に
カ
タ
ツ
ム
リ
に
似
た
器
官
が
あ
る

こ
と
に
由
来
し
、
聴
覚
障
害
者
の
耳
と
な
っ
て

活
動
す
る
こ
の
会
の
尊
い
精
神
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。

活
動
内
容
は
？

随
時
、
要
請
を
受
け
て
講
演
会
や
集
会
な
ど

に
出
か
け
て
い
く
ほ
か
、
毎
月
、
第
２
・
４
月

曜
日
を
例
会
に
あ
て
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
集

ま
っ
て
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
の
学
習
会
に
励
ん

で
い
ま
す
。

取
材
に
訪
れ
た
日
も
、
下
田
匡
代
事
務
局
長

が
講
師
と
な
っ
て「
よ
り
速
く
」、「
正
確
」で
、

「
分
り
や
す
い
」通
訳
の
特
訓
中
。
出
来
上
が
っ

た
シ
ー
ト
を
一
人
ず
つ
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し

な
が
ら
、
全
員
で
歯
に
衣
着
せ
ぬ
講
評
を
し
合

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
決
し
て
緊
張
感
や

堅
苦
し
さ
は
な
く
、
互
い
を
高
め
合
い
た
い
と

い
う
温
か
い
雰
囲
気
と
、「
ま
ず
自
分
が
楽
し

ま
な
き
ゃ
」の
精
神
で
前
向
き
に
臨
む
会
員
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

入
会
の
き
っ
か
け
は
？

会
員
の
皆
さ
ん
に
入
会
の
き
っ
か
け
を
尋
ね

る
と
、「
中
途
難
聴
者
の
知
り
合
い
が
い
る
か

ら
」、「
何
か
の
研
修
会
で
初
め
て
要
約
筆
記
に

接
し
て
感
動
し
た
か
ら
」、「
手
話
だ
け
で
は
足

り
な
い
と
い
う
人
の
声
を
直
に
聞
い
て
」と
さ

ま
ざ
ま
。
し
か
し
会
員
の
誰
も
が
、
始
め
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
自
分
探
し
の
つ
も
り
で
参
加
し
た
と
振

り
返
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
・
抱
負
は
？

こ
の
会
を
率
い
る
高
久
保

た
か
く
ぼ

瑞
子
み
ず
こ

会
長
は
、「
要

約
筆
記
が
手
話
同
様
に
普
及
し
、
障
害
を
持
つ

人
の
情
報
保
障
が
で
き
る
よ
う
、
派
遣
制
度
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
」と
意
欲
満
々
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
の
視
聴

覚
室
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
　
今
年
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座(

基

礎
講
座)

は
、
８
〜
９
月(

２
ヶ
月)

に
予
定
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽「
で
ん
で
ん
虫
」事
務
局
　
下
田

1(
592)
３
７
４
８(

1
兼
用)

▽
市
高
齢
障
害
課

聴
覚
障
害
を
持
つ
人
に
情
報
保
障
を
！
要
約
筆
記
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
日
要
約

よ
う
や
く

筆
記

ひ

っ

き

の
会「
で
ん
で
ん
む
し
」

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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オ
ー
エ
ッ
チ
ピ
ー

し
も
だ
ま
さ
よ

▲昨年の全体トークで



市 の 人 口

●総人口 109,810人

（前月比＋35人）

女 55,937人　男 53,873人

●世 帯 数 42,915世帯

●転 入 462人　●出 生 84人

●転 出 459人　●死 亡 54人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲3月9日　一の谷第3公園
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3月9日、一の谷第3公園で、壁の落書き
消しに励む春日小の3年生。慣れないペンキ
塗りにもかかわらず、きれいに仕上げてい
ました。

表
紙
の
写
真

(2/28現在)

春日小学校の3年生約170人が、｢じまんの公
園をつくろう｣と、総合学習で校区内の5園の公
園美化に取り組みました。
そのうち、一の谷第3公園では、心無い壁の
落書きを消すため、市役所と相談して壁全体を
塗り替えることに挑戦。
3月9日に、まずスポンジや雑巾を使った壁
面の水洗いとペンキの下塗りを行った後、14
日には仕上げ塗りに取り掛かり、壁面の凹凸に
てこずりながらも、全員が交替で刷毛を持ち、
力を合わせて塗り終えました。
日ごろこの公園を利用しているという子ども
たちは、仕上がった壁を眺めながら、｢いつも
この公園の落書きを見ると悲しかった。きれい
になって気持がいい｣と満足そうに話していま
した。

全
員
で
壁
の
塗
り
替
え
に
挑
戦
す
る
春
日
小
の
3
年
生

▲両岸から放水する水圧で、川面には水けむりが…

▲

｢じまんの公園をつくろう｣ 春日小の3年生が公園美化活動

｢春季全国火災予防運動｣の実施に合わせて、3月
6日、春日市消防団による放水訓練が、牛頸

うしくび

川にか
かる下

しも

の川
かわ

橋(ザ・モール春日横)のたもとで行われ
ました。
訓練は、ポンプによる揚水や放水を繰り返して
技術の向上をめざすもので、市内の5分団から団員
約60人が参加。
団員たちは、5台の消防ポンプ車を両岸に横付け
し、吸水菅の河川投入やポンプ始動、筒先操作の
各持ち場を回りながら、約2時間、真剣に取り組ん
でいました。
仕事の傍ら防火活動にあたる消防団は、最小限
の人員で火災現場に向かうこともあり、全団員が
すべての持ち場に習熟するよう定期的にこのよう
な訓練に努めています。

春季防火訓練　春日市消防団




